
厚生労働行政推進調査事業費補助金（政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）） 

分担研究報告書 

子供の貧困と自殺対策に関する研究～都市部における課題解決方策～ 

研究分担者 藤原武男 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科国際健康推進医学分野 教授 
研究協力者 木津喜雅 国立精神・神経医療研究センター自殺総合対策推進センター 室長 
研究協力者 森田彩子 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科国際健康推進医学分野 講師 
研究協力者 那波伸敏 東京医科歯科大学統合教育機構 特任助教 
研究協力者 松山祐輔 東京医科歯科大学国際健康推進医学分野 助教 
研究協力者 谷友香子 東京医科歯科大学国際健康推進医学分野 助教 
研究協力者 伊角彩  東京医科歯科大学国際健康推進医学分野 プロジェクト助教 
研究協力者 土井理美 東京医科歯科大学国際健康推進医学分野 プロジェクト助教 
研究協力者 福屋吉史 東京医科歯科大学大学院 博士課程 2 年 
研究協力者 小山佑奈 東京医科歯科大学大学院 博士課程 1 年 
研究協力者  馬場優子 足立区衛生部こころとからだの健康づくり課 課長 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ａ．研究目的 

成人、高齢者の自殺は減少傾向にあるものの、

子供の自殺は一向に減少していない。その要因

の一つとして近年注目される子どもの貧困が

関与している可能性が考えられる。子どもの貧

困自体は解消することが難しいため、貧困であ

るなしに関わらず効果のある、介入可能な要因

を明らかにすることができれば政策提言につ

ながる。本研究の目的は、子どもの貧困と子ど

もの自己肯定感について多変量解析によって

その要因を明らかにし、介入可能な自殺対策を

検討することである。 

Ｂ．研究方法 

足立区において実施した「子どもの健康・生活

実態調査」における小４、小６、中２のデータ

（N＝1652、有効回答率 82.8%）を用いた。この

調査において、子どもの自記式による自己肯定

感（児童用コンピテンス尺度の自己価値下位尺

度、桜井、1992）を把握した。さらに、子ども

の生活習慣（朝食欠食）、家庭環境（貧困状況、

虐待、ネグレクト（夜間の放置）、親のメンタ

ルヘルス（K６））、学校環境（教師が好きか、

学校が楽しいか）、地域環境（親以外のロール

モデルの存在、自宅・学校以外の放課後のサー

ドプレイスの存在）を把握した。子どもの自己

肯定感を連続量としてこれらの要因について

多変量解析を行い、標準化偏回帰係数（β）で

その関連の強さを比較した。 

（倫理面への配慮） 

東京医科歯科大学の倫理委員会の承認を得た。 

Ｃ．研究結果 

これらの要因で子どもの自己肯定感の 19％を

説明できることが明らかとなった。多変量解析

の結果、学校での友人関係（β=0.18、p<0.001）、

ロールモデルの存在（β=0.11、p<0.001）、朝

食欠食（β=0.09、p<0.001）、親のメンタルヘ

ルス（β=0.07、p<0.01）、ネグレクト（β=0.07、

p<0.01）、教師との関係（β=0.07、p<0.01）、

サードプレイス（β=0.07、p<0.01）の存在の

順で有意に自己肯定感と関連していた。貧困状
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て貧困であるかどうかによらずに高められることが明らかになった。これらにアプローチする政策
が子どもの自殺対策となる可能性がある。 
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況および虐待は独立した有意な関連は見られ

なかった。 

Ｄ．考察 

この結果から、子どもの自己肯定感を高めるた

めには、学校が楽しいと思える環境づくりが重

要であること、またロールモデルとなる、地域

における第３の大人の存在が有効であった。さ

らに、サードプレイスの提供が家庭環境におけ

る影響と同程度の影響力を持って子どもの自

己肯定感に影響していることが明らかとなっ

た。これらは相互に関連している部分もあると

考えられるが、今回の解析では独立した影響を

見ているので、それぞれに介入することで効果

が期待できる。学校での友人関係については介

入が難しいが、地域が子どもへの関心を高め、

子どもにとってのロールモデルとなることは、

今後の地域づくりの中でできる可能性がある。

また、サードプレイスについても、地域づくり

の中で子どもの安全な居場所を積極的に考え

ていくべきだろう。 

これらの結果から、行政および学校関係者が直

接子どもの自己肯定感を高める政策を実施す

ることによって子どもの自殺予防につながる

可能性が示唆された。 

Ｅ．結論 

貧困状態に関わらず、ロールモデル、サードプ

レイスの充実により子どもの自己肯定感を高

められる可能性が示唆された。これらにアプロ

ーチする政策が子どもの自殺対策となる可能

性がある。 
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